
公開講座（京都）

教育現場でしましよう

お金のはなし

主催

後援

京都大学経済学部、東京学芸大学、
みずほフィナンシャルグループ

文部科学省
京都府教育委員会、京都市教育委員会、
大阪府教育委員会、大阪市教育萎黄会、
滋賀県教育委員会、奈良県教育委員会

対象　全国の小・中・高等学校教員、大学生、その他関心のある方

これからの金融教育糞腸翫縦断、臨，㈱、．．眺

開催日8月20

参加申込締め切り

2007年8月20rl（月）午後1時30分から5時まで
京都大学百周年時計台記念館国際交流ホール
京都府京都市左京区吉田本町

　今日、こどもたちの「お金」に対する見方・考え方は大きく変わり

つつあります。携帯電話で簡単に支払いができたり、インターネット

で手軽に株取引もできたりと、ともすると金銭感覚が希薄になってい

るように見受けられます。また、お金さえあれば何でも買えるという

拝金。一ヒ義的な考え方方軟聴され、健全な勤労観が欠如し、こどもたち

はお金を稼ぐことをゲーム的に考えてしまうようになっていないで

しょうか？

　こどもたちに、お金とはどのような意味をもっているのか、これか

らの自分たちの人生や生きていく社会0）中でしっかりととらえさせ

る必要があります。そのために、お金の本当の大切さを、家庭のみな

らず、学校でもきちんと教えていくことが、今まさに求められていま
す。

　東京学芸大学・みずほフィナンシャルグループによる金融教育共

同研究プロジェクトは、今回、京都大学経済学部の協力を得て、今、な

ぜ、学校現場で金融教育が必要なのかを問い直し、実践的な授業づく

りの取組みを通して、金融教育のあるべき姿を、皆さんといっしょに

考えてみたいと思います。

公開講座の三1三な内容

森棟公夫（京都大学経済学部長）

佐野　太（文部科学省研究振興局研究環境・産業述携課長）

久傑出慶一（東京学芸大学教授）

大澤克美（東京学芸大学准教授）
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1一日中敬文（東京学芸大学准教授）
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山名　淳（東京学芸大学准教授）

　渡邉ifI『ズ（みずほフィナンシャルグループコーポレート・コミュニケーション部）
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長谷川貞夫（東京学芸人学教授）

お問い合わせ 国立大学法人東京学芸大学総務部企画課（社会連携係）Phone：042・329・7119http：〃www．ロ・gakugoi．acjpみずほフィナンシャルグループコーポレート・コミュニケ」シ響ン部CSR推進蜜（撫当：渡邉）Phone：03・5224T2677


